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１－１.（１）「ＡＳＰＡＣ」を誘致する意義目的

（２０００文字以内） 
　東北地方の日本海に面する山形県は、中央を流れる最上川水系を交流の中心とし発展してきました。南境の山地に源を発し雪解け水を集めながら県を縦断、源流から河口まで一つの県を流れ日本海に注ぐこの川は古くは物資、文化を運ぶ舟運の道として栄えました。また稲作・果樹栽培等を支える水源として、人々の生活を支えてきました。そして奥羽山脈・朝日連峰・吾妻連峰・鳥海山等険しく緑豊かな山地帯と交わり合い、地域景観を形成してきました。

　このような環境の中、出羽三山を中心に山の神を敬う山岳信仰が生まれる一方、草や木の命をも大切に思い供養する「草木塔」という石碑が数多く造られました。かつて明治初期にイギリス人旅行家イザベラ・バード女史が「実り豊かに微笑する大地、東洋のアルカディア」と称し、また２０世紀半ば米国エドウィン・ライシャワー元駐日大使が「自然と人間が健全なバランスを保つ『山の向こうのもう一つの日本』」と呼んだ山形は、自然と人間の喜ばしい均衡が保たれた場所です。私たちはこの地で、人間とは自然に生かされている存在であること自ずと認識し、そして自然に宿る命を敬い偲ぶ心を育んできました。

今、アジア・太平洋エリアを含むこの世界において、人々はより良い生活を目指し活発に経済・産業活動を行い、地域間の交流を通じその規模もグローバルに成長しています。元来、人々は自然との調和を大切にして生活を営んできました。その調和は人と人との関係にも表れ、何よりも重要と見なされました。然しながら経済・産業の規模成長の中で自然環境への配慮が失われていき、つまり心の調和を疎んずることとなりました。人間とは自然との好ましい関係の中でこそ生きていけるのだという考えが希薄になってきているからに他なりません。今や自然に与える環境負荷は増大し、自己回復能力を超えるレベルとなりました。その結果、環境汚染、生態系の破壊、稀少な生物種の減少、地球温暖化などの問題が顕在化し、近年問題はますます重大化しています。一方、人々の心は調和を失い、問題は環境破壊に留まらず生活環境の悪化、農業の衰退、貧困、そして政情不安や紛争等の社会問題に及んでいます。多くの国々にて人々が立ち上がりそれらを克服すべく国際組織活動や地域間協調等を通じた努力が続けられておりますが、人々の価値観をすぐに変えることは難しく、抜本的な問題解決には至っておりません。

これらの問題を解決する鍵は、人間と自然との関係を元から見つめなおし、人々がその価値観を共有することにあると考えます。私たち日本人は自然との調和を大切にし、自然に宿る命を尊重してきた民族として、自然・生命環境の分野で大きく世界に貢献することができます。過去の高度経済成長を通じて環境保護の理念と手法を深く学んできた経験があり、教育の場においては環境教育が徹底され、環境に対する高い国民意識を実現しています。また、社会全体において省エネルギーと資源リサイクルの仕組がつくられ、近年は太陽光・風力等グリーンエネルギーの活用が官民をあげて進んでいます。国際社会においても地球温暖化防止京都会議にて国際協調のイニシアティブを取り、温室効果ガス削減に取り組んでいます。よって、日本で開催するＡＳＰＡＣにおいては、これらの理念と具体的な活動を広くアピールすることにより、自然との調和への回帰を実現できるものと考えます。

山形には自然と人間との健全なバランスを大切にする思想が根付き、自然に宿る命を尊ぶ風土があります。私たち社団法人山形青年会議所（以下、山形ＪＣ）は設立４０周年の１９９５年「環境先進都市・山形」を提言、１９９９年には社団法人日本青年会議所（以下、日本ＪＣ）第４８回全国会員大会を開催し、自然と人間が健全なバランスを保つ持続可能な共生共創社会の実現を訴求しました。さらにその活動は世界にも広がり、２０００年に第１３回国際アカデミーを主管しました。セミナーの一つ「共生プログラム」においては環境問題に対する各国の立場の違い等を題材とし、グローバルな目線から国家の利害を超えた地球全体の利益について考察を深めました。

創設以来５５年間積み重ねてきたＪＣ運動と私たちの住まうこの大地こそ、全ての命や行動を生み出す「母なる大地(Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ)」であると考えます。今、まさに東北・山形において「心の時代への回帰」を掲げＡＳＰＡＣを誘致・開催することにより、アジア・太平洋エリアにポジティブチェンジをもたらし、全ての青年が「ＡＣＴＩＶＥ ＣＩＴＩＺＥＮ」となり得ることを目指します。そして、アジア・太平洋エリアがこれまで以上に素晴らしい発展を遂げることを願い、自然と人間が健全なバランスを保つ「共生共創の郷(さと)、Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ」がエリア全域に広がり、ひいては世界の平和と安定に寄与することを目指します。

（２０００文字）

１－２．（２）「ＡＳＰＡＣ」が担う役割

（２０００文字以内） 
ＡＳＰＡＣにおいては、主要目的である総会やＮＯＭ会頭会議をはじめ、ＪＣＩのテーマに基づくフォーラム、会員の資質向上を目的とした各種セミナー、開会式等のセレモニー、アワード、レセプション、各国ナイト、トレードショー等が開催され、１８歳から４０歳までの全ての国籍、民族、宗教、性別を超越した青年に対し「個人」「地域」「国際」「ビジネス」の４つの機会を提供することにより、積極的な変化を創り出すのに必要な指導力を開発し、社会的責任や友情・信頼関係を醸成し、ひいてはアジア・太平洋エリアと地球社会の発展に寄与する役割を担っています。

　その上で、それぞれの対象に対し、以下の役割と効果を果たします。

＜地域社会に対する役割・効果＞

今、私たちは大きな激動の時代の中に生きています。昨今の日本では、経済不況、地域間格差、教育問題、少子高齢化等多くの問題が山積し、国際社会に目を転じれば、貧困、紛争、地球温暖化、食料・エネルギー問題等が叫ばれています。そして、私たちが住まう山形においても地域経済は低迷し中央との格差は広がり、約４０年後の人口は現在の半数近くまで減少することが予想され、将来この地域で生活していく上で深刻かつ多大な影響をもたらすことは言うまでもありません。地域主権が唱えられ久しく経ちますが、その実現は地域の活性化や経済発展と表裏一体のものです。

そのような状況において、山形ＪＣでは、１９９０年以降「環境先進都市・山形」をはじめとする様々な提言を策定し、２００５年の創立５０周年提言「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の中では「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を提唱し、世界中の人々がいつか訪れたい、帰ってきたい、住んでみたいと感じるまちの実現へ向け走り出しました。今回、ＡＳＰＡＣ山形大会を誘致・開催することにより、「ヒト」「モノ」「文化」「機会」が既成の国境や地域の枠を越えて自由に創出される地域の創造を目指し、この素晴らしい歴史や文化を持つ誇るべき郷土を力強くアジア・太平洋エリアへ発信し、新たな成長分野である観光立市実現の一翼を担います。また、市・県民とともに記念事業を協働開催することにより、自分たちのまちは自分たちで創るという市民意識を醸成し地域主権の時代に向けた土壌づくりを行います。

＜デリゲイツ（参加者）に対する役割・効果＞

全国各地より参加いただく国内デリゲイツに対しては、様々な交流や触れあいを通じて、日本人としてのアイデンティティや誇りを再認識していただき、一方で、アジア・太平洋エリアの一員であるという国際感覚の醸成と相互理解を図り、地球市民としての自覚を創出します。

また、海外デリゲイツに対しては、日本ＪＣやＣＯＣ主催のファンクションやエクスカーションを通じて、日本古来の豊かで深遠なる文化や日本人に宿るＯＭＯＩＹＡＲＩとおもてなしの心、そして魅力的なＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮを発信し、日本や日本ＪＣへの理解と協力を深めるとともに、国境や民族を超越した相互理解を促進し、ひいてはアジア・太平洋エリアにポジティブチェンジをもたらし、世界の発展と安定に寄与する青年の育成を目指します。
＜主管ＬＯＭ（山形ＪＣ）に対する役割・効果＞

ＡＳＰＡＣ山形大会の誘致と開催準備の過程において、日本ＪＣやＪＣＩに対する責務を果たしつつ、日本ＪＣの同胞はもちろんのことアジア・太平洋エリア会員との友情を醸成し、また自分たちのまちや地域の歴史、文化、風習、産業について改めて見つめ直し、郷土のアイデンティティと誇りを確立します。また、ＬＯＭ会員一人ひとりがその役割を果たし目標達成の努力を続けることにより、地域を担う青年経済人としての見識や国際感覚、資質、感性を高め、指導力と責任能力を涵養いたします。さらに、ＬＯＭの組織論の観点からは、ＡＳＰＡＣという大規模なカンファレンスを企画・設営・運営することにより組織としての精度向上に努め、運動論の観点からは、ＪＣ運動に対する会員一人ひとりのモチベーションを高め、全ての会員の能力や活動が集団として最大限に活かされる有機的な組織を構築いたします。

＜主管ＮＯＭ（日本ＪＣ）に対する役割・効果＞

今やＪＣＩ世界各国・地域１２０有余のＮＯＭにおいて最大の会員数と事業実績を誇る日本ＪＣが主管開催するＡＳＰＡＣは、ＪＣＩならびに世界・アジア太平洋エリアの各国より甚大なる期待と信託を受けています。また、日本ＪＣは２００５年以降、国際社会に対し世界平和の実現へ向けたグローバルモラリティである「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」の精神と運動を発信し続けています。そのような状況の中で、日本ＪＣがそのビジョンと運動を存分に発信・推進することができる環境を創出し、そのことにより日本ＪＣが更なるイニシアティブを取り、アジア・太平洋エリアを平和と安定に満ちた地域へと導くことができるよう努めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０００文字）
２－１.ＪＣＩ国際会議での褒賞受賞歴

ＪＣＩ世界会議

	年度（西暦）
	受　　賞　（事業名）

	
	なし


ＪＣＩ―ＡＳＰＡＣ

	年度（西暦）
	受　　賞　（事業名）

	
	なし


２－２.各種大会における登録者数 　

	年度（西暦）
	会議・大会名　　　　　　　　　　　登録者数

	２００７年
	　　　　　　　世界会議　　　　　　　　　　　　２０名

	　　　　
	　　　　ＡＳＰＡＣ　　　　　　　　　　　　３０名

	　　　　
	　　　　　　　全国大会　　　　　　　　　　　　５０名

	２００８年
	世界会議　　　　　　　　　　　　１７名

	　　　　
	　　　　ＡＳＰＡＣ　　　　　　　　　　　　４０名

	　　　　
	　　　　　全国大会　　　　　　　　　　　　６１名

	２００９年
	世界会議　　　　　　　　　　　　１０名

	　　　　
	ＡＳＰＡＣ　　　　　　　　　　　１１４名

	　　　　
	全国大会　　　　　　　　　　　　４８名

	　２０１０年
	　　　　ＡＳＰＡＣ　　　　　　　　　　　１０９名


２－３．会員数及びＯＢ数・セネター数

	年　度
	増員見込数
	正会員数
	ＯＢ会員数
（セネター数）

	　
2005年度

　
	　
１８名
	　
１２２名
	　
５２６名

（　３０　）名

	　
2006年度

　
	　
３４名
	　
１０９名
	　
５４９名

（　３０　）名

	　
2007年度

　
	　
２０名
	　
１２０名
	　
５７３名

（　３１　）名

	　
2008年度

　
	　
２１名
	　
１１６名
	　
５５７名

（　３１　）名

	2009年度


	１５名
	１１４名
	５６４名

（　３３　）名


２－４．過去２年間の毎月例会出席率

	　
	２００８年度出席率 
	２００９年度出席率 
	２０１０年度出席率

	１月
	８２．８％
	８４．８％
	７９．６％

	２月
	７８．４％
	７７．７％
	８５．３％

	３月
	７６．７％
	７９．１％
	７３．４％

	４月
	５４．３％
	７８．６％
	８５．３％

	５月
	７９．１％
	８４．８％
	７９．６％

	６月
	８１．７％
	５０．９％
	８５．２％

	７月
	７４．８％
	７５．９％
	

	８月
	７８．０％
	７７．４％
	

	９月
	７０．５％
	７０．９％
	

	１０月
	６２．２％
	７２．６％
	

	 １１月
	７７．０％
	１００．０％
	

	１２月
	５１．１％
	５６．６％
	

	平均
	７４．１％
	７５．８％
	


２－５．地域社会における会員会議所貢献度及び活動状況（２０００文字以内）　
ａ．背景山形ＪＣは１９５５年、固い友情と自己修練により青年の力を結集し広く社会の為に奉仕し、更に青年会議所の組織を通じ目的を同じくする内外青年層と相提携することにより社会の進展に貢献し、ひいては山形の発展に寄与することを念願し設立されました。
私たちは先ず地域発展に責任のある青年経済人として会員相互の信頼を深め、それにより組織の強化と拡大を図りました。そして明るい豊かな社会の実現を目指す事業として、地域の未来を担う子どもたちの健全育成を願い「山形市中学校対抗駅伝大会」「海と山の子交歓会」等、青少年育成事業に取り掛かりました。

６０年代、高度経済成長が進み安定した市民生活が実現する一方、人口の都市集中による農村の過疎化や公害等社会問題が顕在化しました。山形ＪＣは「無医村地区診療」「市民文化講演会」「都市開発に関する市民アンケート」等市民と目線を合わせた事業を通じ社会に対する働きかけを深めていきました。６８年には、社会的に認知される団体となるべく東北地方の青年会議所として初めて社団法人格を取得しました。

７０年代、物質的な豊かさから心の豊かさとゆとりを求める社会へと価値観が大きく変わる時代において、山形ＪＣは山形キッツビューエルクラブを設立しました。これは山形市の姉妹都市であるオーストリアのキッツビューエル市との親交を積極的に深めていく一翼を担いました。そして７９年山形市制９０周年においては市民を交えた討論を重ね、市民を代表し山形市民憲章を起案しました。

８０年代、「山形大花火大会」の企画・実施（１９８０～）、「わんぱく相撲大会」の企画・実施（１９８１～２０００）ならびに「山形リトルリーグ」の設立・運営（１９８３～９５）等スポーツ育成事業、環境に配慮した「お古紙下さい」事業等を実施し、地域の健全な発展を目指し市民運動をリードしました。

９０年代、設立４０周年の１９９５年「環境先進都市やまがた」を提言、１９９９年には（社）日本青年会議所第４８回全国会員大会山形大会を開催し、自然と人間の喜ばしい均衡が保たれている「もう一つの日本『やまがた』」を広くアピールしました。

２０００年代、「２０００年代山形ＪＣの運動指針」として持続可能なバランスのとれたまち「アクティブバランス都市山形」を提唱しました。創立５０周年の２００５年にはこれからの山形ＪＣの進むべき指針として「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を提言しました。現在私たちは本提言に基づき「ひとのこころの循環するまちＹＡＭＡＧＡＴＡ」、「環風景の保存と観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」、「文化が彩るまちＹＡＭＡＧＡＴＡ］、「共生共創のまちＹＡＭＡＧＡＴＡ」を４つの柱とし、母なる共生共創の郷の実現に向けて活発に事業を展開しています。

ｂ．活動状況

	年度(西暦)
	理事長名
	会員数
	主な事業

	　１９９９
	遠藤靖彦
	１６７
	第４８回全国会員大会山形大会主管

第２０回山形大花火大会、第１９回わんぱく相撲山形場所、親子ふれあい共育塾、大自然まるかじりキャンプin月山、全国地域づくり先進事例会議

	　２０００
	鈴木隆
	１６６
	第１３回国際アカデミー主管、第２１回山形大花火大会、第２０回わんぱく相撲山形場所、地球市民スタディツアー（韓国・安東）、千歳山クリーン作戦、山形ＪＣ創立４５周年記念式典・懇親会、

	　２００１
	武田岳彦
	１５５
	第２２回山形大花火大会、地球市民ジュニアスクール「パオパオ・モンゴル大冒険」、

山寺街道ナイトウォーク、チャータースクール（山形少年自然の家）、西蔵王ネイチャーラリーハイキング

	　２００２
	遠藤正明
	１４８
	第２３回山形大花火大会、公開ビジネスセミナー、山形ジュニアリーダーフェスタ、

	　２００３
	岡崎明
	１４０
	第２４回山形大花火大会、リサイクル資源を利用して花を育てる事業、わんぱくアドベンチャーin飛島、地球市民のたまご育成事業、公開例会「今、日本が抱える内外の問題」、千歳山に松を植える活動、タイムカプセル埋蔵式

	　２００４
	佐藤靖之
	１２５
	第２５回山形大花火大会、わんぱくアドベンチャーin飛島、みどりのプランターガーデン事業、景観イベント「まちの素顔ウォッチング隊」

	　２００５
	斎藤雄三
	１２２
	第２６回山形大花火大会、新潟県中越地震復興支援花火、景観推進プランター事業、山口良治氏公開講演会、わんぱくアドベンチャーin飛島、チルドレンズアートミュージアムin山形美術館、わがまちのわが美術館シンポジウム、山形ＪＣ５０周年記念式典祝賀会

	　２００６
	金山知裕
	１０９
	第２７回山形大花火大会、美術鑑賞事業、チルドレンズアートミュージアムin山形美術館、元木大介氏公開講演会、わんぱくアドベンチャーｉｎ沖縄＆親と子のかかわり方教室、やまがた案内番所事業

	　２００７
	佐藤信勝
	１２０
	第２８回山形大花火大会、わんぱくアドベンチャーin飛島、美術鑑賞事業「キッズアート羅針盤」、向井亜紀氏公開講演会、やまがた版ＯＭＯＩＹＡＲＩ運動推進

	　２００８
	長谷川浩一郎
	１１６
	第２９回山形大花火大会、まちづくりネットワークシンポジウム（山形案内セミナー・キッズアート羅針盤）、公開パネルディスカッション（新しい日本と地方）、学童クラブ「ＯＭＯＩＹＡＲＩスクール」、わんぱくアドベンチャーin庄内、台湾・日本「相互理解スクール」

	　２００９
	細川博之
	１１４
	山形市制施行１２０周年記念事業第３０回山形大花火記念大会、日本ＪＣじゃがいもクラブ第３８回東日本大会山形大会、桑田真澄氏公開講演会、山形わんぱく登山隊、美術鑑賞事業「キッズアート羅針盤」、やまがた案内番所事業、全国会員大会１０周年記念祝賀会

	　２０１０
	荒井寛
	１１０
	創立５５周年記念式典・祝賀会、第３１回山形大花火大会、美術鑑賞事業「キッズアート羅針盤」、やまがた案内番所事業、親子ふれあいスポーツ教室２０１０、めぐりあい山形、インプレッション！福祉ディスカッション


２－６．大会規模
登録予想数 　　　　 ９，０００名

　（国内　８，０００名）

　　　　　　（国外　１，０００名）
参加者予想数 　　   ８，０００名
２－７．宿泊施設

	番号
	種別
	名称
	住所
	室数
	収容
	クラス

	1
	シティ
	山形グランドホテル
	山形市本町１－７－２
	102
	176
	A

	2
	シティ
	ホテルキャッスル
	山形市十日町４－２－７
	153
	189
	A

	3
	シティ
	ホテルメトロポリタン山形
	山形市香澄町１－１－１
	115
	167
	A

	4
	シティ
	山形国際ホテル
	山形市香澄町３－４－５
	175
	251
	A

	5
	ビジネス
	リッチモンドホテル山形駅前
	山形市二葉町１－３－１１
	220
	240
	A

	6
	ビジネス
	山形市七日町ワシントンホテル
	山形市七日町１－４－３１
	227
	264
	B

	7
	ビジネス
	サンルート山形
	山形市香澄町１－１0－１
	103
	148
	B

	8
	ビジネス
	ホテルコンフォート山形
	山形市香澄町１－３－１２
	108
	117
	B

	9
	ビジネス
	山形西口ワシントンホテル
	山形市城南町１－１６－１
	100
	107
	B

	10
	ビジネス
	ホテルルートイン山形駅西
	山形市二葉町１－５－６
	214
	251
	B

	11
	ビジネス
	ホテルアルファーワン
	山形市十日町２－４－４
	215
	224
	C

	12
	ビジネス
	ホテルステイイン七日町
	山形市七日町２－７－１０
	34
	40
	C

	13
	ビジネス
	ホテルニュー最上屋
	山形市香澄町１－１５－２８
	15
	25
	C

	14
	ビジネス
	ビジネスホテル大昭館
	山形市香澄町１－１５－３０
	37
	40
	C

	15
	ビジネス
	ビジネスホテルおかざわ
	山形市香澄町１－１４－１３
	35
	41
	C

	16
	ビジネス
	ホテルイーストワン
	山形市香澄町１－１８－１２
	33
	40
	C

	17
	ビジネス
	ホテルセレクトイン山形駅東口
	山形市香澄町３－１４－３５
	47
	73
	C

	18
	ビジネス
	ホテルニューマーブル
	山形市香澄町３－１－２８
	66
	71
	C

	19
	ビジネス
	ビジネスホテルヨシダ
	山形市幸町３－１０
	27
	41
	C

	20
	ビジネス
	SOLE INN HOTELS 
	山形市幸町１－１
	80
	86
	C

	21
	ビジネス
	キャピタルイン山形
	山形市幸町１２－３６
	83
	83
	C

	22
	ビジネス
	ホテルリモージュ
	山形市十日町１－１－３５
	44
	52
	C

	23
	ビジネス
	アパホテル山形駅前大通
	山形市十日町４－１－８
	56
	60
	C

	24
	ビジネス
	ホテルグリーントウホク
	山形市十日町１－８－９
	41
	71
	C

	25
	ビジネス
	ビジネスホテルさいとう
	山形市十日町４－１－３４
	16
	25
	C

	26
	ビジネス
	東横イン山形駅西
	山形市城南１－１６－３１
	130
	130
	C

	27
	ビジネス
	スーパーホテル山形駅西
	山形市二葉町１－２－１１０
	104
	123
	C

	28
	ビジネス
	ホテルセンチュリー
	山形市南４番町２－１３
	27
	32
	C

	29
	旅館
	蔵王プラザホテル
	山形市蔵王温泉２
	29
	150
	C

	30
	旅館
	海老屋旅館
	山形市蔵王温泉３
	17
	68
	B

	31
	旅館
	山形屋旅館
	山形市蔵王温泉６
	25
	100
	C

	32
	旅館
	堺屋旅館
	山形市蔵王温泉
	39
	160
	B

	33
	旅館
	吉田屋旅館
	山形市蔵王温泉１３
	26
	150
	B

	34
	旅館
	扇の館 岡崎屋旅館
	山形市蔵王温泉４８
	34
	164
	B

	35
	旅館
	深山荘高見屋
	山形市蔵王温泉５４
	25
	125
	A

	36
	旅館
	ホテルハモンドたかみや
	山形市蔵王温泉上の台９４－１
	27
	120
	C

	37
	旅館
	瑠璃倶楽リゾート
	山形市蔵王温泉三度川１１１８－７
	40
	100
	C

	38
	旅館
	五感の湯つるや
	山形市蔵王温泉７１０
	41
	188
	C

	39
	旅館
	ホテル樹林
	山形市蔵王温泉８１４
	58
	308
	C

	40
	旅館
	かわらや旅館
	山形市蔵王温泉４３
	18
	83
	B

	41
	旅館
	樹氷の家
	山形市蔵王温泉パラダイス
	79
	350
	B

	42
	旅館
	蔵王国際ホテル
	山形市蔵王温泉９３３
	65
	292
	A

	43
	旅館
	ルーセントタカミヤ
	山形市蔵王温泉９４２
	40
	217
	B

	44
	旅館
	紀州鉄道ホテル蔵王
	山形市蔵王温泉９６３
	62
	350
	A

	45
	旅館
	蔵王温泉エコーホテル
	山形市蔵王温泉１１１７
	58
	350
	B

	46
	旅館
	ホテルオークヒル
	山形市蔵王温泉７５６
	30
	148
	C

	47
	旅館
	松金屋アネックス
	山形市蔵王温泉１２６７－１６
	40
	176
	B

	48
	旅館
	森のホテルヴァルトベルク
	山形市蔵王温泉清水坂８８９－１
	36
	200
	B

	49
	旅館
	岩清水料理の宿季の里
	山形市蔵王温泉１２７１－１
	22
	90
	B

	50
	旅館
	ホテル喜らく
	山形市蔵王温泉９３５－２５
	25
	120
	C

	51
	旅館
	和歌の宿わかまつや
	山形市蔵王温泉９５１－１
	27
	142
	B

	52
	旅館
	ル・ベール蔵王
	山形市蔵王温泉８７８－５
	37
	116
	B

	53
	旅館
	蔵王四季のホテル
	山形市蔵王温泉１２７２
	46
	214
	B

	54
	旅館
	蔵王アストリアホテル
	山形市蔵王温泉横倉
	55
	180
	A

	55
	旅館
	国際蔵王高原ホテル
	山形市蔵王中央高原ドッコ沼畔
	55
	300
	A

	56
	旅館
	蔵王センタープラザ
	山形市蔵王温泉９０３－２
	25
	112
	C

	57
	旅館
	蔵王セントラルロッジ
	山形市蔵王温泉上の台７５８
	31
	90
	B

	58
	旅館
	オーベルジュ樹氷
	山形市蔵王温泉上の台７５９
	10
	35
	B

	59
	旅館
	ロッジ蔵王スキースクール
	山形市蔵王温泉上の台７５８－５
	18
	90
	B

	60
	旅館
	川井スキーハウス
	山形市蔵王温泉上の台７３
	23
	105
	B

	61
	旅館
	アスロックホテル
	山形市蔵王温泉上の台７５８－７
	18
	64
	B

	62
	旅館
	ロッジスコーレ
	山形市蔵王温泉７４６
	12
	48
	C

	63
	旅館
	湯の宿伊藤屋
	山形市蔵王温泉２１
	22
	70
	B

	64
	旅館
	旅館三浦屋
	山形市蔵王温泉３０－１
	7
	26
	B

	65
	旅館
	堀久旅館
	山形市蔵王温泉２９
	15
	56
	B

	66
	旅館
	昭栄館
	山形市蔵王温泉２８
	16
	68
	A

	67
	旅館
	こけしの宿 招仙閣
	山形市蔵王温泉２２
	13
	52
	A

	68
	旅館
	高砂屋旅館
	山形市蔵王温泉２３
	9
	44
	B

	69
	旅館
	ロッジまつぽっくり
	山形市蔵王温泉２５
	15
	70
	B

	70
	旅館
	利久
	山形市蔵王温泉３４
	8
	25
	B

	71
	旅館
	リゾートヒューゲル・ジョーニダ
	山形市蔵王温泉丈二田７５１
	9
	53
	A

	72
	旅館
	なかむらや旅館
	山形市蔵王温泉４０
	20
	64
	B

	73
	旅館
	寿屋旅館
	山形市蔵王温泉９
	27
	62
	A

	74
	旅館
	おおみや旅館
	山形市蔵王温泉４６
	37
	155
	B

	75
	旅館
	サンライズ蔵王
	山形市蔵王温泉８３２
	13
	53
	B

	76
	旅館
	大平ホテル
	山形市蔵王温泉８２５
	38
	168
	C

	77
	旅館
	ロッジふる里
	山形市蔵王温泉１８８
	7
	30
	B

	78
	旅館
	ロッジチロル
	山形市蔵王温泉２２６－１
	9
	31
	B

	79
	旅館
	プチホテルゾンネ
	山形市蔵王温泉２１９－１
	12
	24
	B

	80
	旅館
	山の宿 鞍
	山形市蔵王温泉９３８－１１
	9
	40
	A

	81
	旅館
	KKR蔵王白銀荘
	山形市蔵王温泉９０４－８
	58
	174
	A

	82
	旅館
	デァ・ヴェルテ
	山形市蔵王温泉上の台ゲレンデ
	7
	23
	A

	83
	旅館
	松栄館
	山形市黒沢５４７－１
	15
	66
	B

	84
	旅館
	栄の宿 一陽館
	山形市黒沢２５３－１
	13
	52
	C

	85
	旅館
	月の湯旅館
	山形市黒沢５４７－６７
	15
	60
	B

	86
	旅館
	元湯喜三郎旅館
	山形市黒沢３１９－１
	24
	116
	A

	87
	旅館
	悠湯の郷　ゆさ
	山形市黒沢３１９－２
	25
	80
	A

	88
	旅館
	飯田温泉
	山形市蔵王飯田５－１２－３
	17
	73
	B

	89
	旅館
	旅館蔵王荘
	山形市蔵王成沢１７３
	22
	88
	C

	90
	ビジネス
	エアポートホテル
	天童市柏木１－１０－５
	35
	46
	C

	91
	ビジネス
	駅前ビジネスホテル都旅館
	天童市本町１－３－１
	11
	30
	C

	92
	ビジネス
	王将ビジネスホテル
	天童市大字貫沢４８６－１
	40
	100
	C

	93
	旅館
	雅びの宿 花月楼
	天童市鎌田１－８－３５
	20
	150
	B

	94
	ビジネス
	グランエコール
	天童市大字清池６４７
	52
	95
	C

	95
	ビジネス
	コンフォートホテル天童
	天童市本町１－２－７
	112
	120
	C

	96
	旅館
	栄屋ホテル
	天童市鎌田２－３－１６
	48
	250
	C

	97
	旅館
	桜桃の花 湯坊いちらく
	天童市鎌田本町二丁目２－２１
	51
	225
	A

	98
	旅館
	松柏亭あづま荘
	天童市鎌田２丁目２－１
	34
	200
	A

	99
	旅館
	天童グランドホテル舞鶴荘
	天童市鎌田本町二丁目４－５１
	99
	533
	B

	100
	ビジネス
	天童シテイホテル
	天童市天童中３－２－１
	53
	62
	C

	101
	ビジネス
	天童セントラルホテル
	天童市本町２－１－３１
	72
	78
	C

	102
	旅館
	天童荘
	天童市鎌田２－２－１８
	18
	80
	A

	103
	ビジネス
	天童パークホテル
	天童市東本町２－９－２３
	79
	110
	C

	104
	旅館
	天童ホテル
	天童市鎌田本町二丁目１－３
	125
	700
	A

	105
	ビジネス
	天童リッチホテル
	天童市鎌田１－１４－２２
	73
	76
	C

	106
	旅館
	パラシオもがみ
	天童市鎌田二丁目１－１９
	13
	60
	A

	107
	旅館
	檜風呂の宿つるや
	天童市鎌田本町２－５－１４
	28
	144
	B

	108
	旅館
	二見館
	天童市鎌田１－６－３７
	53
	220
	C

	109
	ビジネス
	ホテルいずくら
	天童市鎌田本町３－２－２６
	57
	60
	C

	110
	旅館
	ホテル王将
	天童市鎌田本町一丁目１－１４
	82
	420
	A

	111
	ビジネス
	ホテル紀の川
	天童市鎌田本町３－２－２６
	52
	54
	C

	112
	ビジネス
	ホテルパールシテイ天童
	天童市東本町２－９－２３
	79
	90
	C

	113
	ビジネス
	ホテルビューくろだ
	天童市鎌田１－３－１１
	74
	146
	C

	114
	旅館
	ほほえみの宿滝の湯
	天童市鎌田本町１－１－３０
	121
	660
	A

	115
	旅館
	湯の香松の湯
	天童市鎌田本町２－２－５４
	12
	76
	A

	116
	ビジネス
	ルートイン天童
	天童市鎌田１－１３－２２
	122
	141
	C

	117
	旅館
	ニュー村尾 浪漫館
	上山市新湯１－２８
	103
	600
	B

	118
	旅館
	彩花亭時代屋
	上山市葉山９－５
	18
	90
	B

	119
	旅館
	月岡ホテル
	上山市新湯１－３３
	103
	489
	A

	120
	旅館
	花明かりの 宿月の池
	上山市湯町３－１０
	15
	66
	A

	121
	旅館
	展望露天の湯有馬館
	上山市新湯６－５
	47
	277
	C

	122
	旅館
	材木栄屋旅館
	上山市新湯６－１１
	22
	128
	B

	123
	旅館
	日本の宿古窯
	上山市葉山５－２０
	150
	800
	A

	124
	旅館
	縁起家まるみ
	上山市葉山４－２７
	18
	89
	C

	125
	旅館
	天神の御 湯あづま屋
	上山市新湯１－２３
	60
	300
	C

	126
	旅館
	あづま屋別館ふじや旅館
	上山市河崎３－８－３４
	18
	90
	C

	127
	旅館
	名月荘
	上山市葉山５－５０
	20
	60
	A

	128
	旅館
	寒河江屋旅館
	上山市葉山４－７
	13
	55
	C

	129
	旅館
	茂吉ゆかりの宿 山城屋旅館
	上山市湯町１－２０
	10
	40
	A

	130
	旅館
	旅館三恵
	上山市葉山４－２１
	15
	60
	C

	131
	旅館
	旅館 長谷屋
	上山市十日町４－１１
	24
	80
	C

	132
	旅館
	はたごの心 橋本屋
	上山市葉山４－１５
	32
	128
	A

	133
	旅館
	葉山舘
	上山市葉山５－１０
	32
	160
	A

	134
	旅館
	三木屋
	上山市高松２８３
	14
	56
	C

	合計
	
	
	
	6,611
	18,989
	


※宿泊費用のクラス分けについて

	クラス
	料金

	Ａ
	１０，００１以上

	Ｂ
	７，００１～１０，０００

	Ｃ
	７，０００円以下


総宿泊施設
1. 市内 

	種別クラス
	室　　数
	収容力

	Ａ
	　１，２１５室
	　　２，９３８名

	Ｂ
	　１，５９２室
	　　４，５９８名

	Ｃ
	　１，４７５室
	　　２，９５９名

	小計
	　４，２８２室
	　１０，４９５名


２．周辺地域

	種別クラス
	室　　数
	収容力
	所要時間

	Ａ
	　　８１８室
	　　４，１６４名
	　１時間以内

	Ｂ
	　　　２９０室
	　　１，６４５名
	　１時間以内

	Ｃ
	１，２２１室
	　　２，６８５名
	　１時間以内

	小計
	　２，３２９室
	　　８，４９４名
	　


設定宿泊エリア内 総　室　数 　　６，６１１室　

総宿泊人数 　　１８，９８９名
２－８．各会場予定地

	行事名
	会　場　名
	住　　所
	収容力
	会場床面積等

	１開会式
	ビッグウィング展示場
	山形市平久保100番地
	３，５００
	３，８００

	２ウェルカムナイト
	ビッグウィングイベント広場
	山形市平久保100番地
	３，５００
	５，０００

	３総会
	山形国際ホテル「富士」
	山形市香澄町3-4-5
	７００
	８２４

	４会議・セミナー
	山形国際ホテル「平成」他
	山形市香澄町3-4-5
	６５０
	７９６

	５会議・セミナー
	ホテルキャッスル「万葉」他
	山形市十日町 4-2-7
	３６０
	５４０

	６会議・セミナー
	山形テルサアプローズ他
	山形市双葉町1-2-3
	４７０
	４００

	７セレモニー
	山形テルサテルサホール
	山形市双葉町1-2-3
	８０６
	８００

	８各国ナイト
	ビッグウィング展示場
	山形市平久保100番地
	３，５００
	３，８００

	９コンファレンスボール
	ビッグウィング展示場
	山形市平久保100番地
	３，５００
	３，８００

	10講演　フォーラム
	山形県民会館
	山形市七日町3-1-23
	１，４９６
	１，５００

	11講演  フォーラム
	山形テルサテルサホール
	山形市双葉町1-2-3
	８０６
	８００

	12講演　フォーラム
	山形市民会館
	山形市香澄町2-9-45
	１，２００
	１，３００

	13レセプション
	パレスグランデール
	山形市荒楯町１-17-40
	４８０
	１０２０

	14レセプション
	山形国際ホテル「スプレンダー」
	山形市香澄町3-4-5
	１８０
	３９６

	15レセプション
	山形グランドホテル「サンリヴァ」
	山形市本町1-7-42
	３２０
	４６７

	16レセプション
	ホテルメトロポリタン山形「霞城」
	山形市香澄町1-1-1
	５３０
	７４１

	17レセプション
	ホテルキャッスル「弥生」
	山形市十日町 4-2-7
	１８０
	２６５


　

	収 容 力
	会 場 数

	100人未満
	　　　0会場

	100～ 500人未満
	　　　6会場

	500～1,000人未満
	　　　4会場

	1,000人以上
	　　　4会場

	総　合　計
	　　 14会場


２－９．交通事情

（国外からのアクセス、国内での移動手段）

	海　　外
主要都市
	　最寄りの空港(駅)までの所要時間
	　
交通手段　　　　　　所要時間
	　
所要時間合計

	香港
	５：００
	　成田よりＪＲ　　　　　　　　４：００
	１０：３０

	台北
	２：４０
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換　
	６：３０

	ソウル
	２：３０
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換　　　　　　　　　　
	６：００

	シンガポール
	７：００
	　成田よりＪＲ　　　　　　　　４：００
	１２：００

	シドニー
	９：５０
	　成田よりＪＲ　　　　　　　　４：００
	１４：３０


	　
主要都市
	　最寄りの空港(駅)までの所要時間
	　
交通手段　　　　　　所要時間
	　
所要時間合計

	札　　幌
	１：１０
	 空港バス（山形）　     ０：４０
	３：００

	青　　森
	高速道利用
	　 東北自動車道         ５：００
	  ５：００

	仙　　台
	高速道利用
	　 東北自動車道　　　　 ０：５０
	  ０：５０

	東　　京
	　３：００
	　　　ＪＲ　　　　　　　３：００
	　３：００

	金　　沢
	１：００
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：００

	長　　野
	　４：００
	　　　ＪＲ　　　　　　　４：００
	　４：００

	名 古 屋
	１：００
	　空港バス（山形）　　　０：４０
	　２：００

	大　　阪
	１：１５
	　空港バス（山形）　　　０：４０
	　２：３０

	広　　島
	　１：３０
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：００

	鳥　　取
	　１：３０
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：００

	高　　松
	　１：３０
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：００

	高　　知
	　１：３０
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：００

	福　　岡
	　１：４５
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：００

	鹿 児 島
	　３：３０
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：３０

	那　　覇
	　３：００
	　空港バス（仙台）１：３０＊仙台駅乗換
	　４：３０


参考資料
日本航空・全日本空輸・山形空港・仙台空港・ＪＲ東日本各ホームページ

２－１０．都市人口
	都市・都道府県名
	山形県
	山形市

	総 人 口
	１，１７８，４７４　　人
	２５４，７１７　　人

	　男 性
	　５６５，２９１　　人
	１２１，７６８　　人

	　女 性
	　６１３，１８３　　人
	１３２，９４９　　人

	世 帯 数
	３９２，２０７　世帯
	　９６，９９９　世帯

	人口密度
	１２６．４  人/ｋ㎡
	６６７．５人 /ｋ㎡

	面　　積
	９，３２３．４６　ｋ㎡
	　   ３８１．５８　ｋ㎡


（２０１０年１月１日現在）
２－１１．観光ルート
【名勝】
●山寺（立石寺）　
松尾芭蕉が『奥の細道』で「閑さや岩にしみ入る蝉の声」という俳句を詠んだ有名な名所で、山寺は全国でも知名度の高い観光スポット。
山寺とは愛称であり、実際は『宝珠山立石寺』というのが正式名。平安時代前期、第56代清和天皇の命により、比叡山・天台宗の高僧の慈覚大使により開山された霊場。

アクセス：JR山形駅→JR山寺駅(電車で約20分)～JR山寺駅より徒歩7分で立石寺登山口着
※出典先　山形旅行‐観光名所と地図‐山寺立石寺サイト

●羽黒山五重塔
東北地方では最古の塔といわれ、昭和41年には国宝に指定された。平安時代中期の承平年間（931～938年）平将門の創建と伝えられているが定かではない。再建は室町時代前期の応安年間（1368～1375）長慶天皇の御代、山形藩主　最上義光（もがみよしあき）が大修理を行ったとされている。1372年南北朝時代に羽黒山の別当職武藤政氏が再建したとも伝えられる。 高さ約29m、三間五層柿葺素木造の塔は東北最古といわれる。近くには樹齢1000年、樹の周囲10mの巨杉“爺杉”がある。明治時代の神仏分離により、神仏習合の形態だった羽黒山は神社となり、山内の寺院や僧坊はほとんど廃され、取り壊されたが、五重塔のみが取り壊されずに残された。江戸時代は五重塔の周囲には多くの建造物があったという。神社の境内にあるため、「五重塔」という名称はあくまでも通称であり、正確には「千憑（より）社」と言う末社で、大国主命を祭神として祀っている。
アクセス：「山形駅前」より「鶴岡・酒田」行き山形交通都市間バス約70分。

※出典先　　ウィキペディアフリー百科事典　羽黒山五重塔
· 最上川
立石寺を発った松尾芭蕉は、大石田へたどり着き最上川の姿を目の当たりにします。大石田で開いた句会では挨拶句として「五月雨をあつめて涼し最上川」と詠んでいます。大石田からは新庄に向かい、そこで2泊。その後、最上川を舟で下るため舟運の中継地点である「本合海」へ。梅雨明け前後で水量豊富な最上川を庄内藩の関所があった清川まで一気に下ります。この際の印象をも含めて「奥の細道」掲載の句ができあがります。
最上川は古く奈良時代より舟運として栄え、820年前義経一行は船で遡ったと伝えられ、芭蕉は320年前に船で下っています。ゆったりとした時の流れのなか、船頭の語る最上川の歴史と文化に耳を傾けながら四季折々の最上峡を是非体験してください。
※出典先　　日本人のこころのふるさと芭蕉道サイト
　　　　　　最上峡芭蕉ライン観光会社サイト

　　　　　
●最上川・最上峡舟下り　
米沢の吾妻山を源流とし山形県内陸部中央を縦断して流れる最上川は、単一の県内のみを流域とする河川では国内最長であり、四季の織り成す環風景は山形県民に広く親しまれている。古くは内陸部でとれる紅花や米などを運ぶ舟運の道としても栄え、『奥の細道』（作者　松尾芭蕉）にも詠まれるほど全国的に有名な河川であると共に、舟運の難所も数多く日本三大急流としても知られる。
最上川舟下りは、かつて舟運の要所として栄えた戸沢村乗船所より出発し、『日本の滝百選』にも数え上げられる白糸の滝（高さ１２４ｍ）をはじめとする大小様々な４８の滝や最上峡の水面に映る風景を楽しみながら１２ｋｍ、約１時間の船旅を堪能できます。
名物の船頭さんによる舟唄は、山形弁なまりの英語バージョンや時には韓国語バージョンも飛び出すことがあるのでぜひお聞きください。
アクセス：ＪＲ古口駅より徒歩７分

※出典先　最上峡芭蕉ライン観光株式会社サイト
●蔵王温泉　
蔵王連峰は山形県と宮城県の県境に位置する奥羽山脈を構成する連峰のひとつ。その主峰である熊野岳（１，８４１ｍ）は山形県側にあり、冬季になると亜高山帯林のアオモリトドマツに樹氷が形成され幻想的な景色が広がります。また火山湖の『蔵王のお釜』をはじめ貴重な高山植物や豊富な湯量の温泉が有名である。
蔵王温泉は開湯１９００年を迎え、その起源は日本武尊の時代まで遡ります。源泉は強酸性の硫黄泉で「美人の湯」としても数多くの人々から親しまれています。
アクセス：ＪＲ山形駅よりバスで４０分

※出典先　開湯１９００年蔵王温泉観光協会サイト
●月山・月山夏スキー
月山（標高１，９８４ｍ）は、山形県の中央に位置し、湯殿山（標高１，５００ｍ）・羽黒山（標高４１４ｍ）と共に出羽三山と呼ばれ全国有数の修験の山としても知られています。
また、豊富な残雪のため国内でも数少ない夏スキーができるスキー場があることでも有名です。夏スキーは４月上旬から７月末ごろまで楽しめ、５月にはブナの新緑を眺めながら白銀の月山にシュプールを描く貴重な体験もできます。
アクセス：ＪＲ山形駅口より高速バスで５５分（月山口下車）

※出典先　月山朝日観光案内サイト
【公園】
●山形城（霞城公園）　
山形城は本丸・二の丸・三の丸で配置され、現在ではそのほとんどが失われており復元や跡地を残すのみとなっている。城が築かれたのは最上氏の祖『斯波兼頼』が山形に入部したころとされている。その祖から第１１代目の最上義光によりお城が整備され約７０万坪に及ぶ。山形城が別名『霞城』と呼ばれるようになった。理由は、関ヶ原の合戦の頃に直江兼続（上杉軍）が富神山の麓からお城を十日間見ていたが、霞がかかって何も見えなかったことから『霞城』と呼ばれ、現在もそれが定着していて『霞城公園』と呼ばれている。
アクセス：JR山形駅から徒歩約10分
※出典先　山形旅行 - 観光、温泉、名所、宿泊サイト
●長井あやめ公園　
長井あやめ公園は、明治43年7月に金田勝見氏が、自分で経営する茶店の西の杉林跡地を開墾して数10株のあやめを植え、茶会を開き招いたのが、あやめ公園の誕生の秘話として語り継がれています。現在は500種類・100万本にもなる。長井市のあやめ公園でしか見ることができない「長井古種」など長井市固有の種が、守られていることが特徴です。そのため長井市では、町のシンボルマークが「あやめ」になっています。
アクセス：山形鉄道フラワー長井線あやめ公園駅から徒歩3分

※出典先　山形旅行 - 観光、温泉、名所、宿泊サイト
●日和山公園　
酒田の日和山公園は酒田港を望む砂丘の高台にある。日和山とはかつて船頭が日和を見た丘で現在は一帯が公園として整備されて酒田市民の憩いの場となっている。公園には円形の「方角石」が残されている。これは船頭が日和を見るときに方角を示した石である。酒田の発展は北前船によるところが大きいが、酒田と上方を結ぶ西廻り航路を往来した北前船（千石船）も再現され池に浮かべられている。その西廻り航路を一六七二年に開き、港町酒田発展の礎を築いた商人河村瑞賢の像も公園内に立っている。河村瑞賢が航路を開設した際、瑞賢は幕命により酒田湊に出羽の天領米の置場を設置した。この米置場は陣屋と称され、最上川舟運を利用してこの置場に米が集められた。この跡地にも米の字をした碑が残されている。一八一三年には酒田に出入りする船頭衆や廻船問屋の寄進で灯台として常夜灯が建てられている。木造の白い六角灯台は一八九五年に酒田市宮ノ浦に建てられたもので木造では日本最古の灯台である。のちに近代的な灯台が建てられて日和山に移築保存された。移築といえば公園には大正時代の木造洋風医院建築「旧白崎医院」が移築されている。酒田大火後の復興事業で移築された。その向いには羽越線で活躍した蒸気機関車も保存されている。

アクセス：酒田駅より庄内交通バス5分、寿町下車、徒歩5分
※出典先　山形歴史紀行サイト

●松ヶ池公園（白つつじ公園）　
白つつじ公園の一角は、戦国時代の土豪・野呂氏の居館の跡といわれ、付近一帯の地は、明治初年に至るまでは公園の西北隅に皇太神社の境内を除いては、一面潅木と雑草が繁茂してあった所を明治17、18年に小出区民が公園化しようと整備、造成を始めた。池を掘り、松などを移植し、「松ヶ池公園」と称した。その後、同30年頃に第１期拡張を試み、仙台市の釈迦堂の桜苗を取り寄せると共に、小出・花作町の旧家七兵衛氏から譲渡された白つつじをここに移植してから、長井の「つつじ公園」と呼ぶようになった。この譲渡された白つつじは、天命３年の当地方の飢饉のとき、当時の七兵衛氏が貧民救済の策に救済工事を起こし、自分の家の庭前に数町にわたって築山をつくり、それに白つつじを植栽させたものであり、旧藩時代から「七兵衛土手の名をもって広く宣伝され、遠近からの観覧者が絶えないほど有名なものであった」と今に伝えている。園内のつつじの種類は純白の琉球種。老樹では７５０余年を誇るものが目を引く。老樹の根は、数条の竜がうねりをなしている。幹部の太さにも歴史が感じられ高さ２メートルを越すものもあり、あたかも林のごとき相を呈する。６．３ヘクタールの園内には、3,000株の白つつじが５月に咲き誇り、県内外から多くの観光客で賑わう。

アクセス：長井駅より徒歩15分

※出典先　長井市商工観光課サイト
●まほろば古の里歴史公園　
まほろばの里たかはたは、縄文時代より先住民が生活をし、現在その遺跡が数多く発掘されています。歴史公園は、縄文時代の生活空間の再現と縄文時代の景観を顧みることのできるところです。散策しながら縄文時代より流れる歴史の風に触れてみてください。美しい三重塔が印象的な安久津八幡神社や、県立うきたむ風土記の丘考古資料館、公園内には、芋煮会やバーべキューに利用できるあずま屋もあります。
アクセス：高畠駅より車で15分
※出典先　ｅ公園サイト、高畠町観光協会サイト

· 東沢バラ公園　
東沢バラ公園は、日本有数の規模を誇るバラ園と3つの湖を中心とした美しい公園です。平成14年にグランドオープンしたバラ園は、約7ヘクタールの広さに世界各国の約750品種、2万株余りのバラが咲き誇り、甘い香りに包まれています。当園を代表するバラとしては、村山市のオリジナルのバラ「むらやま」や平和の象徴「ピース」、古くて貴重な品種「バイオレット」などが挙げられます。見頃は6月上旬から9月下旬。最盛期にはバラまつりが開催され、さまざまなイベントが行われます。平成13年10月には全国のバラ園で唯一、環境省から「かおり風景100選」の認定を受けました。平成14年に拡張し村山市が日本一のバラ公園でした。現在は平成18年に新しくした、鹿児島県の『かのやバラ園』が日本一だそうです。

アクセス：JR村山駅より徒歩20分・東根I.C.より車15分
※出典先　村山市商工文化観光課サイト、山形旅行 - 観光、温泉、名所、宿泊サイト
【神社仏閣】
●上杉神社
上杉謙信（初名は長尾景虎、越後国三条長尾家より養子相続）が天正6年（1578年）、越後春日山城で急死した際、遺骸は城内の不識庵に仏式にて祭られたが、次代の上杉景勝（越後国上田長尾家より養子相続）が会津藩を経て慶長6年（1601年）米沢藩へ移封されたのに合わせ、謙信の祠堂も米沢に遷された。
以後、仏式で祭が執り行なわれてきたが、明治に入ると祠堂のまま神祭に改め、合わせて米沢藩中興の名君である上杉鷹山を合祀し、山形県社「上杉神社」とした。明治9年（1876年）5月21日、現在の旧米沢城奥御殿跡に社殿が遷座された。 江戸時代からの仏式の祭祀では、城中に置かれた大乗寺の僧侶が執り行ってきたが、明治に入って神式に改める際にこの寺の僧が還俗して大乗寺氏を名乗り、そのまま宮司となった。現在も同家で宮司職を勤めている。
明治35年（1902年）4月26日には別格官幣社に列せられる。この時鷹山は新たに設けた摂社「松岬神社」に遷され、上杉神社は再び謙信のみを祀ることとなった。
大正8年（1919年）の大火で境内は本殿以下全焼し、伊東忠太の設計により現在に残る社殿が再建された。
アクセス：ＪＲ米沢駅から車で約１０分
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典「上杉神社」
●慈恩寺
奈良時代に聖武天皇の勅命によって開基されたと伝えられている古刹。江戸時代に寺領二万八千石は東北随一。境内には本堂、山門、薬師堂、三重塔などが立ち並び、厳かに時を刻む。平安、鎌倉時代の仏像群は、わが国の仏教美術の至宝として重要文化財の指定をうけ、五月五日一切経会に奉奏される慈恩寺舞楽は、国指定重要無形文化財である。
アクセス：JR羽前高松駅から徒歩20分・JR寒河江駅から車12分

※出典先　丸原鯉屋サイト「慈恩寺」
●鳥越八幡神社
鳥越八幡神社の創建は寛永１５年（１６３８）新庄藩祖戸沢政盛の養子だった定盛が、この地で鷹狩り際、鷹と逸れ八幡神に祈願したところ見事に戻ってきた事から社殿（現在の本殿）を造営した事が始まりとされます。新庄城の東南（巽）の方角を鎮護するという意味でも戸沢氏は崇敬し、２代藩主正盛も元禄４年（１６９１）に拝殿を造営しています。本殿は一間社流造りで銅板葺きで、大瓶束の鬼面の彫刻や梁を支えるカ士像が有名ですが、当初は彩色など施され桃山時代の建築の流れを汲んでいます。拝殿は梁行２間、桁行３間の入母屋造り、銅板葺きで本殿とは異なり素木造りの質素な印象を受けます。鳥越八幡神社は最上地方の最古の建物の１つで当時の建築を知る資料的価値が高いとし昭和６１年に国重要文化財に指定されています。

アクセス：JR新庄駅→車10分
※出典先　山形県フィールドワーク「鳥越八幡神社」
●吉祥院

吉祥院は、寺伝によると、聖武天皇の天平9年(737)に、僧行基によって、創建されたと伝え、本堂の千手堂は、「出羽一仏千手堂」と称されたという。延文元年(1356)斯波兼頼が千手堂を再建し、天文12年(1543)に最上義守が再建修復し、以後元禄9年(1696)、文政11年(1828)に修理が施されたという。 
本尊の千手観音立像は、平安時代中期の作で、欅の一木造りで、像高182cmあり、国の重要文化財に指定されている。また他の一木造りの仏像群も、藤原時代のもので、県・市の有形文化財に指定されている。 
この千手堂の建物は、3間3面の宝形造りで、室町末期のものであり、市の有形文化財に指定されているが、最上三十三観音の第3番札所としても有名で、昭和46年に大修理が行われた。

アクセス：ＪＲ漆山駅より徒歩10分

※出典先　ウィキペディアフリー百科事典「山形市　吉祥院」
●亀岡文殊（大聖寺）
高畠町亀岡にある大聖寺（だいしょうじ）は、８０７年（大同２年）勅命により文殊菩薩を配置したことに始まりとされる。この文殊菩薩は日本三文殊のひとつに数えられており『亀岡文殊』と呼ばれています。本尊が知恵の神様ということもあり学業・就職の合格祈願に訪れる人が後を絶ちません。
１６０２年（慶長７年）上杉景勝が会津より米沢へと移封された後、直江兼続の主催により亀岡文殊において奉納詠会が開催され、その時に詠まれた和歌や漢詩が今も文殊堂に残っています。詠み人には戦国時代の傾奇者として有名な前田慶次などの名前があります。
アクセス：ＪＲ高畠駅から車で１５分
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典「日本三文殊　亀岡文殊」
【城郭】
●霞城公園
山形城は最上氏の祖・斯波兼頼（しばかねより）が、延文２年（1357）に築城したと伝えられています。兼頼の子孫は、その後最上氏を称して居城しました。
11代当主義光（よしあき）の代、慶長５年（1600）の関ヶ原合戦の時、山形領に攻め込んだ上杉方の直江兼続が山形城を望んだところ、霞がかかって所在が知れなかったことから、「霞ヶ城（かすみがじょう）」と呼ばれたといいます。
現在は、「霞城公園（かじょうこうえん）」として都市公園になっています。
アクセス：JR山形駅から徒歩約10分
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典

【食文化】
●芋煮
新米の餅といも煮を食べて収穫を感謝する刈り上げ行事を起源とするのが、やまがたのいも煮です。古くは弘化2年（1845）に山形城主秋元但馬守が群馬館林に移封されるときに芋煮の野宴を張ったという記録が残っています。芋煮の材料といえば、まず里芋と牛肉、ねぎ、こんにゃく、しょうゆ、そしてなんといっても隠し味の地酒はかかせません。古くは、牛肉のかわりに棒鱈を入れていた時代もあったとか…。9～10月にかけて、発祥の地といわれる馬見ヶ崎の河原は、芋煮鍋を囲むグループや家族連れで大賑わい。
最近ではバーベキューなどと一緒に楽しむアウトドア派もいたりと、山形の秋の風物詩は、ますます盛り上がりを見せてくれます。

さわやかな秋空のもと、芋煮を食べながら地酒を酌み交わし、秋の一日を楽しみます。

※出典先　山形市観光協会 山形観光情報専門サイト「山形の芋煮」
●そば
本県は村山・置賜・庄内・最上の四地方からなり、県内中央を南北に走る出羽・朝日山地を挟む内陸、日本海に面し平野の広がる庄内と、地理的条件では大きく二分することができる。幕藩時代にはそれぞれの藩主と家風、また城下町としての異なる歴史を背景に、地域で独自の文化的発展を遂げてきたが、そんな中、四地方に共通する伝統食が「そば」であった。素朴な味としては、かいもち（そばがき）やそば米などが古くから馴染み親しまれてきた。営業店として盛んになる山形のそばの歴史は明治以降になるというが、江戸時代から既に“蕎麦屋”を営む老舗も存在する。太平洋戦争を境に、そばを打つ家庭そのものの減少や材料不足もあり、一時衰退しかけた山形のそばだが、その後、蕎麦店がこぞって技量の研鑽に励んだり、県オリジナル品種「でわかおり」が誕生するなどして、今や押しも押されぬ“蕎麦王国”としての地位を築いている。
　山形のそばは多種多様で、店ごとの個性が際立つ。のどごしの良い町方そばから香り高く素朴な味わいの田舎そばまで、来れば好みのそばに必ず出会える…それが山形のそばなのである。
※出典先　山形県畜産協会ホームページ「山形県畜産広場／山形牛」
●山形牛
総称「山形牛」の産地山形県の自然は、四季がはっきりしており、「夏暑く、冬寒く」また、「昼夜の寒暖の差が大きく」、その風土の中で丹精込め長期にわたり肥育された黒毛和種は、食味が美味しい牛肉といわれ、その美味しさの秘密は脂質にあるといわれております。
歴史は「古く大宝厩牧令の発布」のころに始まると推測され、農耕、運搬などの目的で飼育のかたわら肥育を始めたところ、風土に恵まれよい肉牛が産出されたと言われております。明治維新の当時、米沢学館に招請された英国人が当地産肉牛を横浜に送り食したところ、その肉質が佳良美味であったことにより多くの人に知られ、県内全域での肥育が普及し、県内各地で多く銘柄牛が創出されました。その後、昭和37年に県内銘柄牛の品質規格を統一するため、当時の知事の首唱により「総称山形牛」として銘命されたところであります。
※出典先　おいしい山形ホームページ「そば／山形の味・郷土の味／山形のうまいもの」
●果樹（さくらんぼ・ラフランス）
くだもの王国山形で、その可憐さから「小さな恋人」の愛称で県内外で親しまれているさくらんぼ。西アジア原産といわれるさくらんぼが、県内に伝えられたのは明治９年。当時の内務省がアメリカやフランスから輸入した苗木を、山形市や米沢市などに植樹したのが始まりとされています。「ナポレオン」「シャボレー」「紅秀峰」など、さまざまな品種があるさくらんぼですが、人気ナンバーワンは「佐藤錦」。粒の大きさと、さわやかな甘さが特長です。平成17年の山形県のさくらんぼ生産量は13,200トン。圧倒的なシェアで全国第一位となっています。
ラ・フランスは、フランスで生まれ、山形で育ったフルーツと言われています。栽培が難しく、追熟しないと美味しく食べられないラ・フランスは母国フランスでは栽培が諦められてしまいました…。それを山形の農家の方が、情熱と手間をかけて美味しく食べられるように改良して現在に至っているのです。こちらも山形県の生産量が全国第一位です。

※　出典先　山形県観光情報総合サイト やまがたへの旅「さくらんぼ豆知識」
●いなごの佃煮
バッタの仲間であるイナゴを利用した佃煮。山形県の内陸部にて食されるが、群馬県、長野県、福島県など、海産物が少ない山間部でも食される。
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典

●米沢鯉
１８０２年、内陸で水産資源に乏しい羽前米沢の領民の水腫病、乳不足などの医療食として、上杉鷹山が福島県相馬から稚魚をとりよせ、米沢城の濠で育てたのがはじまりといわれている。家臣たちにも屋敷内に池を掘らせて養鯉をすすめた。鯉の甘煮は、米沢の祝いの席では欠かせない食べ物となっている。清流と冬の厳しい寒さが鯉の身を引き締めるため、泥臭さがほとんどない。卵から育て、体長５０センチ〜６０センチ、重さ約２キロに育った三歳の鯉である。
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典
●米
「はえぬき」と「どまんなか」は、山形県のオリジナル品種。「はえぬき」が平野部での栽培を主眼としているのに対し、「どまんなか」は中山間地域の主力品種として位置づけられた。作付けのほとんどが山形県内である。２０１０年秋に本格デビューする新品種「つや姫」は、１９９８年に山形県が育成を開始し、２００９年に山形県の奨励品種に採用した新品種である。品種の特性として、耐倒伏性に優れ、栽培しやすい。また、玄米は光沢があり、白未熟粒が少なく、高品質であり、炊飯米の外観と味が優れ、コシヒカリ以上の極良食味である。
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典
●だだちゃ豆
だだちゃ豆とは、大豆の銘柄の一つ。枝豆用として優れている。山形県鶴岡市の特産品。さやの毛が茶色で、くびれも深く、見栄えは必ずしも良くないが、甘味と独特の濃厚な風味を持っている。香りも強い。やや小粒の状態で出荷され、短めの時間で茹で上がる。栽培する土地が合わないと風味が落ちてしまうことから、生産地が限られている。収穫期も短く、また保存も困難だったため、長らくまぼろしの豆と呼ばれたが、近年の輸送手段の向上等により全国的に知られるようになった。
江戸時代、庄内藩の殿様が献上された枝豆に対して、「この枝豆は、どごのだだちゃの作った豆だや？」と尋ねたことから、それ以来この枝豆を「だだちゃ豆」と呼ぶようになったという説や、家長である「お父さん」に先ず最初に食べていただくのが正当であるということから呼ぶようになったという説などがある。
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典
●玉こんにゃく

玉こんにゃくは、まさに山形の代表的な味覚のひとつとなっている。初市やお祭りなどの催事、または山寺や蔵王などの観光地で好評を博し、山形名物としての地位を確立しました。当時は手作りで、直径二メートルもある大鍋の周りに沢山の人々が集まり、こんにゃく糊を手でまるめ、お湯に放り込み、茹で上げる様子は壮観であった。今では、山形の到る所で味わえるものとなっている。

※出典先　山形県サイト

●もってのほか（食用菊）
きくの花びらを食べる習慣は、江戸時代から始まったとされ、日本の伝統的なエディブルフラワー（食用花）の１つである。

山形県は食用ぎくの生産量で全国1位。東京都中央卸売市場で扱う６割以上は山形産が占める。

数ある品種の中でも、独特の香りと風味、味の良さで『食用ぎくの横綱』と評価されるのが、淡い紫色の「もってのほか」である。正式には「延命楽」と呼ばれる品種だが、県内では「もってのほか」という愛称の方が広く知られている。名前の由来は、「天皇の御紋である菊の花を食べるとはもってのほか」とか、「もってのほかおいしい」といったことから転化したようである。

※出典先　おいしい山形ホームページサイト
●月山竹
コシアブラからタラの芽から始まって月山竹に至るまで、山形は山菜王国である。
鳥海山の麓の地竹の収穫がおわる頃、少し離れた春スキーで有名な月山の麓では、地竹より太くて大きなチシマザサの収穫が始まる。地元では「月山竹」の名前で親しまれ、太くて柔らかく食べ応えもあるため庄内では地竹同様喜ばれる山菜である。天ぷら・煮物・酒粕を入れたみそ汁で春の風味楽しめる。

※出典先　食の都庄内サイト
●のし梅
のし梅は、梅をすり潰し寒天に練りこんだものを薄くのして乾燥し、竹皮で挟んだ山形県村山地方の代表的な銘菓。歴史は山形市佐藤屋のものが古く、文政年間（1818～30）に、初代松兵衛が熟した梅の実をすりつぶして裏漉しにかけ、砂糖、寒天を混ぜて金玉かんのような菓子をこしらえ、梅かんと銘打って売り出した。しかし用いられた砂糖は黒糖であったから、だれも梅かんとはいわず、黒膏薬といって買いにきたという。白砂糖を使ってべっこう色ののし梅に変えたのは慶応年間（1865～68）であった。各地方とも短冊型に切ったのし梅の甘酸っぱい風味はほぼ同じだが、小田原、湯河原（神奈川県）、熱海などには、のし梅を拍子木形に切り、ケシ粒を散らした製品もある。
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典
●富貴豆
青えんどう一粒一粒を丁寧に炊き上げ、丁寧に皮をむいた手間のかかるお菓子である。「ふうき豆」の由来は、製造過程で豆を蒸かす（ふく）ことから「ふき豆」と呼ばれていたものが「縁起がよい」との理由で「富」と「貴」の漢字をあて「ふうき豆」と呼ばれるようになったとの説ある。今では祝事や法事などでもよく使われる高級生菓子としても確実な地位を誇る。
※出典先　山形県ホームページサイト
●稲花餅（いがもち）
古くから蔵王温泉街の名物として愛されている餅菓子です。甘さ控えめのこし餡を込めた小さな餅を蔵王で採れた熊笹の葉の上に３つ置き、黄色に染めたお米で飾り付けをします。
程よい甘さとほんのりと笹の独特な香りが口の中に広がります。
昔ながらの製法で添加物・保存料を一切使用していないため日持ちがしなく、すぐ硬くなってしまうため、その日のうちに召し上がって頂かなければなりません。山形市内でお見かけの際は是非ご賞味ください。
●どんどん焼き
『どんどん焼き』は薄く伸ばしたお好み焼きを割りばしに巻き取った山形名物おやつです。
中身には薄切りの魚肉ソーセージと海苔・青のりと紅生姜だけのシンプルなもので、少し辛めのソースをたっぷりとかけて頂きます。山形のお祭りや縁日の屋台などでは欠かせないものとなっており、価格もお手頃で子供からお年寄りまで万人に愛されています。
市内の数店舗で毎日お買い求め出来ます。（価格２００円～）
２－１２．開催地における催しとの関連
●山形大花火大会

山形の夏の風物詩である３１回を迎える山形大花火大会。山形市・山形商工会議所・山形青年会議所にて山形大花火大会協議会を組織し運営している。花火の数は２万発を超え、観客においては４２万名に至る東北有数の花火大会である。現在は、広く認知されており、県外からの観客も増えている状況である。山形青年会議所としては、本大会の企画・運営の一切を担っている。

●山形リトルリーグ
山形リトルリーグの立ち上げは、１９８３年に山形青年会議所が行った。現在は「山形県リトル野球協会」が運営している。山形青年会議所としては、本協会の副会長であり事務局を担当している。
●スペシャルオリンピックス山形大会
スペシャルオリンピックスとは、知的発達障害のある人たちに様々なスポーツトレーニングとその成果の発表の場である競技会を、年間を通じて提供している国際的なスポーツ組織である。２００８年に本組織の第４回冬季ナショナルゲームが山形にて行われた。山形青年会議所としては、本大会の開会式及び閉会式の運営の一切を担うこととなった。
●山形花笠祭り
花笠まつりは、スゲ笠に赤い花飾りをつけた花笠を手にし、花笠音頭にあわせて街を踊り練りあるく日本の祭である。東北三大祭りにこの山形花笠まつりを加えた4つの祭りを東北四大祭りと呼んでいる。山形県花笠協議会が運営しており、山形青年会議所としても祭りに参画し運営の一助となっている。
※出典先　ウィキペディアフリー百科事典「山形花笠祭り」

· 日本一の芋煮会フェスティバル
山形市・山形商工会議所・山形商工会議所青年部が日本一の芋煮会フェスティバル協議会を組織し運営している。本年で２２回を数え、山形の秋の風物詩である芋煮会を全国に広めるべく始まり、鍋の大きさからしてまさに日本一のイベントである。山形青年会議所としては、本フェスティバルの運営の一助を担っている。
※出典先　日本一の芋煮会フェスティバルサイト「日本一の芋煮会フェスティバル」
２－１３．過去の主な災害
	年月日
	被害の
種類
	負傷者
	停電世帯数
	床下浸水世帯数
	床上浸水世帯数
	崖崩れ落石
	農作物被害
(被害額)
	道路
	その他

	１８９５

2月15日
	蔵王噴火
	不明
	
	
	
	
	
	
	　

	１９３３

7月25日
	猛暑

４０．８℃

2007年まで日本最高記録
	
	
	
	
	
	
	
	

	１９７１

7月15日
	豪雨
	６名
	
	
	
	
	
	
	

	１９７８

6月12日
	宮城県沖地震

Ｍ・７．４
	県内1名
	19万戸
	
	
	
	
	
	　

	１９７９

3月30日
	強風
	26名
	家屋破損２８１８世帯
	
	
	
	
	
	　

	１９９５

3月17日
	地滑り
	
	
	
	
	２２

世帯
	
	
	　


※出典先　山形県防災サイト　防災カレンダー２０１０
２－１４．都道府県経済界の協力度

●山形県
吉村美栄子知事との会談の席において、ＡＳＰＡＣ招致に関する説明を行ったところ、民間外交の一翼を担うということを高く評価してもらいました。また山形の魅力を広くアジアに向けて発信してもらいたいという希望を伺いました。山形県からは大会開催に向けて全面的な支援を頂けるという意向を確認しました。

●山形市
市川昭男市長と会談の機会を設け、ＡＳＰＡＣの趣旨説明及び立候補に際しての意見交換をしました。山形市長からは、ＡＳＰＡＣの意義に賛同を頂き、積極的な誘致と全面的な支援の意向を頂戴しました。また、山形市が掲げている国際観光の推進という観点から、海外の方との交流を十分図れるよう記念事業など出来るだけ多くの市民を交えた国際大会とするようアドバイスを頂きました。

●山形商工会議所および青年部

山形商工会議所および青年部に対してＡＳＰＡＣ招致における開催内容を説明したところ、開催意義と趣旨にご賛同を頂きました。商工会議所とは以前より交流があり、山形青年会議所で開催している山形大花火大会、そして商工会議所青年部で開催している日本一のいも煮会フェスティバルで相互の協力体制を取っています。ＡＳＰＡＣに関しても様々な開催協力を頂けるよう取り付けています。

●財団法人 山形コンベンションビューロー

大会を誘致することには賛成であり、山形のためにも是非誘致を成功させてもらいたいとの意志表示を得られました。コンベンションビューローとして大会のシミュレーションなどの提案、協力の他、大会開催時の大会告知ＰＲの協力を確約頂きました。

２－１５．近隣青年会議所の協力度
●東北地区協議会

２０１０年４月東北地区協議会第４回役員会議において、ＡＳＰＡＣ開催地立候補を表明しました。その後、東北地区内各ブロック協議会に赴き、同じく表明をしました。合わせて地区内７６全てのＬＯＭより推薦状をいただくようブロック会長に要請させていただきました。その後７６か所を周らせていただき、推薦書を頂戴しております。
●山形ブロック協議会

２０１０年３月山形ブロック協議会第２回会員会議所において、ＡＳＰＡＣ招致におけるこれまでの経緯と今後のスケジュール、および意思表明をさせていただきました。その後県内１６ＬＯＭを訪問し、詳細の説明をさせていただいております。また６月山形ブロック協議会第５回会員会議所会議において、ブロック協議会からの賛同を得た上で、ブロック会長および１６ＬＯＭ理事長より推薦書と決意書を頂戴しております。
２－１６．準備状況
２０１０年３月２０日　社団法人日本青年会議所東北地区山形ブロック協議会　

第２回会員会議所会議
　　　　　　　　　　　  ○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について意志表明

２０１０年４月　９日　社団法人日本青年会議所東北地区　

第４回役員会議

　　　　　　　　　　　　○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について意志表明

２０１０年４月２４日　社団法人日本青年会議所東北地区山形ブロック協議会　

第３回会員会議所会議

　　　　　　　　　　　　○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について協議上程

２０１０年５月　８日　社団法人日本青年会議所東北地区秋田ブロック協議会　

第５回会員会議所会議

○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について意志表明

２０１０年５月２１日　社団法人日本青年会議所東北地区宮城ブロック協議会　

第５回会員会議所会議

○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について意志表明

２０１０年５月２２日　社団法人日本青年会議所　

第５回理事会

　　　　　　　　　　　　○　専務理事への申請

２０１０年５月２９日　社団法人日本青年会議所東北地区青森ブロック協議会　

第５回会員会議所会議

○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について意志表明

２０１０年５月２９日　社団法人日本青年会議所東北地区山形ブロック協議会　

第４回会員会議所会議

　　　　　　　　　　　　○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について協議上程

２０１０年６月２６日　社団法人日本青年会議所東北地区岩手ブロック協議会　

第６回会員会議所会議

○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について意志表明

２０１０年６月２６日　社団法人日本青年会議所東北地区山形ブロック協議会　

第５回会員会議所会議

　　　　　　　　　　　　          　 ○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について   ブロック内

１６ＬＯＭとの推薦・招致決意書の決意表明と調印式

２０１０年７月　３日　社団法人日本青年会議所東北地区福島ブロック協議会

第５回会員会議所会議

○　ＡＳＰＡＣ主管立候補について意志表明予定

２０１０年７月　　　　東北地区協議会、地区内６ブロック協議会、地区内

７６ＬＯＭ推薦・支援（推薦書）の依頼・申請
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